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1． はじめに 
近頃 Web2.0 という言葉が注目されている．ブ

ログや Wiki に代表されるように，これまで情報

の受け手であるユーザーが情報を発信する立場

になってきた．また，ユーザー同士がコラボレ

ーションすることによって，より有益な情報が

得られることがある．このようなものに｢教えて

goo!｣や「yahoo!知恵袋」といった質問応答サイ

トがある．これらはユーザー同士が質問や回答

をすることによって情報の蓄積を行うもので，

情報源として有用である．しかし，断片的で未

整理な情報であり，自然言語で書かれているた

め機械的な処理がしにくい．このような半体系

的な情報源を，情報の属性や値が整理されてい

る体系化知識ベースとして構築することができ

れば，情報の再利用が容易になる． 例えば，

「大阪でおいしいお店があれば教えてくださ

い」という質問に対して「梅田に○○というお

店があるよ」や「難波の△△というイタリアン

のいいお店があるよ」というような回答のやり

とりがあるとする．ここから，<レストラン名：

○○，場所：大阪，梅田>，<レストラン名：△

△，場所：大阪，心斎橋，料理ジャンル：イタ

リアン>のような形で情報を体系化することがで

きれば，情報を再利用しやすくなり利便性が増

す． 

本研究では半体系化 Web 情報源である「教え

て goo!」のレストランについての質問応答文を

対象として，自然言語処理，オントロジ，様々

なヒューリスティック[1]を組み合わせることに

よって体系化された知識ベースの構築をするこ

とを目的とする． 

2． 体系化知識ベースの構築 
 図 1 に示すように知識抽出と統合の二つの操

作を行い，半体系化 Web 情報源から体系化知識

ベースを構築する．まず半体系化 Web 情報源か

ら断片知識の抽出を行う．断片知識とは，属性

名と属性値対の集合である．例えば「三田でお

いしいお店ありませんか？」という質問文と

「フラワータウンのグルメシティというお店が

いいですよ」という応答文から「店名：グルメ

シティ，地域：三田，フラワータウン」という

知識を抽出する．次に，得られた断片知識を統

合し，体系化知識ベースの構築を行う． これら

の知識抽出，統合の各処理については下記で詳

しく述べる． 

知識抽出

フラワータウンのグルメシティというお店がいいですよ

連絡先 079-564-6047
応答文

三田でおいしい店ありませんか？質問文

フラワータウンのグルメシティというお店がいいですよ

連絡先 079-564-6047
応答文

三田でおいしい店ありませんか？質問文

グルメシティというお店のモダン焼きがお勧めですよ応答文

フラワータウンのお好み焼き屋を紹介してください質問文

グルメシティというお店のモダン焼きがお勧めですよ応答文

フラワータウンのお好み焼き屋を紹介してください質問文

統合

断片知識断片知識

半体系化Web情報源半体系化Web情報源

体系化知識体系化知識

079-564-6047Tel

お好み焼き，モダン焼き料理

三田市フラワータウン地域

グルメシティ店名

079-564-6047Tel

お好み焼き，モダン焼き料理

三田市フラワータウン地域

グルメシティ店名

フラワータウン地域

モダン焼き料理

お好み焼き料理

グルメシティ店名

フラワータウン地域

モダン焼き料理

お好み焼き料理

グルメシティ店名

079-564-6407Tel

フラワータウン地域

三田地域

グルメシティ店名

079-564-6407Tel

フラワータウン地域

三田

店名 グルメシティ

地域

 
図１ 体系化知識ベースの構築 

2.1 知識抽出 
図 2 の手順で知識抽出を行う．まず，質問応

答文を，辞書を用いて形態素解析を行い，用語

を分類する．辞書に含まれている単語であれば

既知語とし，辞書に含まれていない単語であれ

ば未知語とする．辞書には，店名，地名，料理

名，ランドマーク名などが登録されている．既

知語であればそのまま断片知識として抽出し，

未知語であれば未知語分類を行う．未知語分類

ではヒューリスティックを用いて用語の分類を

行う．レストラン名を分類するヒューリスティ

ックの例を次に示す．レストランを紹介する場

合，「○○というお店はどうですか」「△△と
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いうお店があります」という形式で紹介される

ことが多い．ここから，形態素解析の結果が「X

（未知語）＋という(助詞)＋お店(名詞)｣ とい

う並びの場合，その未知語 X はレストラン名と

判断することができる．他にも「Y(地域を表す

名詞)＋の(助詞)＋X(未知語)」や「Z(ランドマ

ークを表す名詞)＋に(助詞)＋ある(動詞)＋X(未

知語)」といった並びのときに X をレストラン名

と認識するヒューリスティックを用いる．この

ようなヒューリスティックを複数組み合わせる

事によって未知語の認識率を上げていく．知識

抽出の例を挙げる．「フラワータウンのグルメ

シティというお店がいいですよ」という応答文

は形態素解析の結果，地名として「フラワータ

ウン」が得られ，未知語として「グルメシテ

ィ」が得られる．先ほどのヒューリスティック

によりこの未知語はレストラン名であるという

ことが分かり，この応答文から<レストラン名：

グルメシティ><地域：フラワータウン>という断

片知識が得られる．未知語分類の結果は，辞書

に反映させることで，次回からの形態素解析に

役立てることができる．  

半体系化Web情報源

形態素解析

既知語 未知語

未知語分類

辞書

断片知識
 

図 2 知識抽出の手順 

2.2 統合 
上記の方法で抽出された知識は断片的で重複

する情報も多く見られる．そこで，固有情報に

よる統合，同義語の統合，上位下位関係の関係

付けの 3 つを行い，情報を統合する． 

・固有情報による統合 

固有情報が同じものがあれば統合をする．固

有情報とは，断片知識を識別するのに必要な情

報で，レストラン情報においては，電話番号や

レストラン名と地域の組といったレストランを

特定できる情報のことである．このとき重複す

るデータは一つにまとめる．図 1 の断片知識は

この操作で 

<店名：グルメシティ> 

<地域：三田> 

<地域：フラワータウン> 

<料理：お好み焼き> 

<料理：モダン焼き> 

<Tel：079-564-6407> 

とまとめることができる． 

・同義語の統合 

同じ意味で使われている語句を，同義語辞書

や分類語彙表を用い一つにまとめる．分類語彙

表とは，品詞ごとに分かれた類語辞典である．

例えば，「お好み焼き」と「お好み」は同じ意

味で用いられているので一つにまとめる． 

・上位下位関係の関係付け 

質問文と応答文の関係や地名辞書・分類語彙

表を用いることにより，上位下位関係を関係付

ける．例えば，「フラワータウンのお好み焼き

屋を紹介してください」という質問文に対して

「グルメシティというお店のモダン焼きがお勧

めですよ」という応答文があるとする．質問文

にある料理は応答文に含まれる料理名の上位概

念であるこというヒューリスティックを用いて

「お好み焼き」が上位概念であり，「モダン焼

き」が下位概念であるとし，「モダン焼き」を

「お好み焼き」のサブクラスとして関係付ける．

また，地名辞書の都道府県と市町村の上位下位

関係を記した情報を用いて，上記の<地域：三田

>と<地域：フラワータウン>は<地域：三田市フ

ラワータウン>とまとめることができる． 

3．まとめと今後の課題 
本論文では，半体系化 Web 情報源から断片知

識抽出と統合を行うことによって，体系化知識

ベースを構築する手法について提案した．今後

はシステムの評価を行う予定である．知識抽出

においては，どのヒューリスティックが有効か，

また，知識抽出を行った結果を精度と再現率に

より評価する．統合では，同値データの統合，

同義関係の統合，上位下位関係の関係付けがど

の程度正しく行われているかを評価する．また，

「教えて goo!」のレストラン情報に特化して開

発をしているため，他の分野や他の Web サイト

でも同様の結果が得られるように汎用性を持た

せる必要がある． 
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